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o
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申
請
日

申
請
者

事
業
名

会
場
・
開
催
日
時

事
業
の
目
的
・
対
象
・
内
容
等

入
場
料

新
規

継
続

承
認
区
分

及
び
決
定
日

審
査
結
果

1
H
3
0
.
1
2
.
2
5

名
古
屋
・
尾
張
東
部

の
う
た
ご
え
フ
ェ
ス

タ
実
行
委
員
会
　
水

野
恵
子

2
0
1
9
愛
知
の
う
た
ご
え
名

古
屋
・
尾
張
東
部
の
う
た

ご
え
フ
ェ
ス
タ
「
み
ん
な

で
つ
く
る
音
楽
会
」

会
場
：
長
久
手
市
文
化
の
家

風
の
ホ
ー
ル

開
催
日
時
：
H
3
1
.
9
.
1
5
(
日
)

○
目
的
：
音
楽
を
通
し
て
様
々
な
人
が
交
流

し
、
地
域
の
結
び
つ
き
を
強
め
、
文
化
芸
術
の

向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

○
対
象
：
一
般
市
民

○
内
容
：
合
唱
交
流

無
料

新
規

後
援

※
１
月
２
４
日
意
見
交
換
済
み

音
楽
交
流
に
よ
り
、
地
域
の
結
び
つ

き
を
強
め
、
文
化
芸
術
の
向
上
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
た

め
、
後
援
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ

る
。

2
H
3
0
.
1
2
.
2
8

名
古
屋
学
芸
大
学

学
長
　
杉
浦
康
夫

2
0
1
9
年
度
名
古
屋
学
芸
大

学
　
公
開
講
座
（
前
期
）

会
場
：
名
古
屋
学
芸
大
学

開
催
日
時
：
H
3
1
.
7
.
6
(
土
)

○
目
的
：
大
学
開
放
と
生
涯
学
習
の
推
進
を
目

的
と
し
て
、
市
民
各
層
を
対
象
に
広
く
学
習
の

機
会
を
提
供
し
、
各
分
野
の
知
識
と
技
能
の
向

上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

○
対
象
：
一
般
市
民

○
内
容
：
「
健
康
寿
命
を
延
ば
す
～
ゆ
る
や
か

な
糖
質
制
限
食
の
提
案
～
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル

で
名
古
屋
学
芸
大
学
管
理
栄
養
学
部
管
理
栄
養

学
科
の
岡
田
希
和
子
教
授
が
講
義
を
行
う
。

無
料

継
続

4
年
目

(
H
2
5
.
1
0
)

後
援

※
１
月
２
４
日
意
見
交
換
済
み

市
民
を
対
象
に
広
く
学
習
の
機
会
を

提
供
す
る
こ
と
で
、
知
識
等
の
向
上

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
催

し
物
で
あ
る
た
め
、
後
援
す
る
こ
と

が
適
当
で
あ
る
。

3
H
3
1
.
1
.
1
5

社
会
福
祉
法
人
　
日

本
介
助
犬
協
会
　
理

事
長
　
伊
藤
利
之

介
助
犬
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
9

会
場
：
愛
・
地
球
博
記
念
公
園

地
球
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

開
催
日
時
：
H
3
1
.
5
.
1
8
(
土
)

○
目
的
：
介
助
犬
及
び
身
体
障
害
者
補
助
犬
法

の
認
知
向
上
、
普
及
啓
発
を
目
的
と
し
て
い

る
。

〇
対
象
：
愛
知
県
民
、
介
助
犬
希
望
者
、
介
助

犬
使
用
者
な
ど

〇
内
容
：
介
助
犬
使
用
者
講
演
、
身
体
障
害
者

補
助
犬
デ
モ
、
新
介
助
犬
ペ
ア
認
定
式
、
車
椅

子
体
験
、
飼
い
犬
の
し
つ
け
教
室
等
。

無
料

継
続

4
年
目

(
H
2
4
.
2
)

後
援

※
１
月
２
４
日
意
見
交
換
済
み

実
際
に
介
助
犬
に
接
す
る
こ
と
を
通

し
て
、
楽
し
み
な
が
ら
介
助
犬
の
役

割
や
身
体
障
害
者
補
助
犬
法
に
つ
い

て
啓
発
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
催

し
物
で
あ
る
た
め
、
後
援
す
る
こ
と

が
適
当
で
あ
る
。

4
H
3
0
.
1
2
.
2
0

愛
知
学
院
大
学
　
佐

藤
悦
成

春
休
み
水
泳
教
室

会
場
：
愛
知
学
院
大
学
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
室
内
プ
ー
ル

開
催
日
時
：
H
3
1
.
3
.
2
3
(
土
)
～

H
3
1
.
3
.
2
4
(
日
)

〇
目
的
：
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
普
及
と
推
進
及
び

大
学
の
地
域
貢
献
活
動
を
目
的
と
し
て
い
る
。

〇
対
象
：
小
学
１
年
生
～
小
学
６
年
生

〇
内
容
：
水
慣
れ
か
ら
ク
ロ
ー
ル
習
得
を
目
指

す
小
学
生
を
１
５
名
１
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
指

導
員
１
名
、
補
助
員
１
名
で
指
導
す
る
。

4
,
5
0
0
円

継
続

(
H
2
9
.
3
)

後
援

前
年
度
後
援
実
績
が
あ
り
、
水
泳
を

通
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
普
及
と
推

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
催
し

物
で
あ
る
た
め
、
後
援
す
る
こ
と
が

適
当
で
あ
る
。

後
援
・
推
薦
に
係
る
審
査
結
果
報
告
書

資料１



No. 申請日 申請者 事業名 会場・開催日時 事業の目的・対象・内容等 入場料
新規
継続

承認区分
及び決定日 審査結果

5 H31.1.16
㈱コアスリー　代
表取締役　大谷明
典

特別支援教育の講演会

会場：新池交流館ふらっと
会議室2,3

開催日時：H31.2.23(土)

〇目的：発達障がいやグレーゾーンのお
子さんを持つ保護者に、その子の特徴を
どう捉えるか、またそれを教育や支援に
どうつなげるか、勉強と意見交換の場を
作ることを目的としている。

〇対象：保護者、教育関係者

〇内容：午前は山内氏による講演、質疑
応答。午後は個別相談会を実施する。

無料
後援

(H30.10)
後援

前年度後援実績があり、専門的
知識をもつ人を講師にし、保護
者や教育関係者が特別支援教育
についての知識を深めることを
目的としているため、後援する
ことが適当である。

6 H31.1.17
長久手市文化協会
水野竹芳

平成31年度　文化美術
展

会場：長久手市役所　西庁
舎３階　公民館

開催日時：H31.6.1(土)～
H31.6.2(日)

〇目的：会員及び一般市民を対象とし、
会員相互の親睦及び交流をはかるととも
に、広く市民の文化向上に努めることを
目的としている。

〇対象：長久手市文化協会会員、一般市
民

〇内容：会員の制作した作品（日本画、
華道、書道、絵手紙など）を展示すると
ともに、無料呈茶サービスを行う。

無料
後援
(H30.5)

後援

前年度後援実績があり、広く市
民の文化向上に努めることを目
的としているため、後援するこ
とが適当である。

7 H30.12.20
公益財団法人愛知
県都市整備協会
所長　佐田信一郎

第7回　防災＆交通安全
カーフェスタ2019inモ
リコロパーク

会場：愛・地球博記念公園
地球市民交流センター屋内
広場

開催日時：H31.3.10(日)

〇目的：交通事故防止や防災意識の向
上・普及啓発をを目的としている。

〇対象：一般来園者

〇内容：防災体験＆ゲーム、交通安全
コーナー、もの作りコーナー、音楽ス
テージジャズライブ及び飲食・試食コー
ナー

無料
後援
(H30.1)

後援

前年度後援実績があり、防災体
験や物作りを通して市民の防災
意識の高揚を図ることを目的と
しているため、後援することが
適当である。

8 H31.1.16
長久手おやこ劇場
木本直子

長久手おやこ劇場2019
年　春の例会

会場：長久手市文化の家、
長久手市福祉の家

開催日時：H31.3.2(土)～
H31.4.20(土)

〇目的：子どもの年齢に応じた舞台鑑賞
会を開くことで、子どもたちの感性を豊
かにすることを目的としている。

〇対象：長久手市及び近郊に住む親子

〇内容：子どもたちの年齢に応じて、3回
の舞台鑑賞会を開く。

入会金：1,000円
月会費：1,200円

後援
(H25.5)

後援

前年度後援実績があり、子ども
の年齢に応じた舞台鑑賞会を開
くことで、子どもたちの感性を
豊かにすることを目的としてい
るため、後援することが適当で
ある。

9 H31.1.23
長久手市体育協会
会長　加藤正雄

スポーツの祭典
会場：長久手スポーツの杜

開催日時：H31.5.12(日)

〇目的：市民のスポーツ振興と体力増進
を目的としている。

〇対象：長久手市在住・在勤・在学の方

〇内容：平成３１年度体育協会各部の大
会の開幕と、平成３０年度中におけるス
ポーツ功労者(指導者等)、優秀選手(各ス
ポーツの分野で活躍した選手)及び競技団
体を表彰する。また、スポーツの祭典の
各種競技を通じ市民相互の交流と体力作
りのための初期の目的の達成に努める。

無料
後援
(H25.4)

後援

前年度後援実績があり、子ども
から大人まで楽しみながら各種
競技に参加する催し物であるた
め、後援することが適当であ
る。


